
3. 苫小牧港の現状

6



3.苫小牧港の現状

1-1) 背後圏における主な立地企業（西港区）

エネルギー 農産品製造（自動車）製造（工業品） その他凡例： 物流

【自動車部品】
トヨタ自動車北海道（株）
(株)シーヴィテック北海道

【天然ガス】
石油資源開発（株）

【木材】
(株)イワクラ
王子木材緑化(株)他

【木質バイオマス発電】
苫小牧バイオマス発電(株)

【飼料】
ホクレンくみあい飼料（株）
ＭＦフィード（株）
雪印種苗（株）
新北海道飼料（株）【アルミ製品】

日本軽金属（株）

【電力供給】
北海道パワーエンジニアリング（株）

【その他】
経済産業省
CCS実証実験

【ガソリン・灯油】
出光興産（株）北海道製油所

【紙・パルプ】
王子製紙（株）
苫小牧工場

【飼料】
苫小牧飼料（株）
中部飼料（株）

【紙・パルプ】

日本製紙（株）

北海道工場勇払事業所

【自動車部品】
(株)三五北海道

【物流】
カリツー（株）

出典）（航空写真）国土地理院「地理院地図」

【紙・パルプ】

王子ネピア(株)苫小牧工場

【製鋼】

清水鋼鉄(株)苫小牧製鋼所
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【自動車部品】

アイシン北海道（株）

【自動車部品】

（株）ダイナックス苫小牧工場

【自動車部品】
いすゞエンジン製造北海道（株）

【石油備蓄基地】
苫小牧東部国家石油備蓄基地
北海道石油共同備蓄(株)

【電力供給】
北海道電力(株)
苫東厚真発電所

【石炭】

苫東コールセンター(株)

【アルコール】

合同酒精(株)

【金属スクラップ】
(株)マテック

【廃プラスチック発電】
(株)サニックスエナジー

【植物工場】
苫東ファーム(株)

【物流】
コメリ北海道物流センター

【植物工場】
Ｊファーム苫小牧(株)

出典）（航空写真）国土地理院「地理院地図」

【自動車部品】

光生アルミ北海道（株）

【物流】
すてきナイスグループ(株)

【製粉工場】
北海道そば製粉(株)

3.苫小牧港の現状

1-2) 背後圏における主な立地企業（東港区）

エネルギー 農産品製造（自動車）製造（工業品）凡例： 物流リサイクル

8



3.苫小牧港の現状

1-3) 近年、苫小牧市に立地した企業

企業名 株式会社Ｊファーム

稼働 平成25年11月

生産品目 ベビーリーフ、トマト

出資者 農業生産法人株式会社アド・ワン・ファーム、JFE エンジニアリング（株）

特徴等 オランダPriva社の行動栽培制御システム「スマートアグリシステム」と、
JEFの多様なエネルギー(天然ガス、木質バイオマス、温泉熱等)利用
技術を融合

企業名 苫東ファーム株式会社

稼働 平成26年3月

生産品目 イチゴ

出資者 富士電機、清水建設、北洋銀行、苫小牧信用金庫、菱中建設など

特徴等 「次世代施設園芸導入加速化支援事業」の北海道拠点に選定

出典） (株)Ｊファーム ＨＰ

企業名 コメリ北海道流通センター

稼働 平成30年3月

業種 総合物流

特徴等 道内での店舗展開を見据えた物流供給基地

企業名 北海道そば製粉株式会社

稼働 平成27年1月

業種 食品

特徴等 玄そばとそば粉の製造、販売 （生産から加工、販売までを展開
する６次産業化を目指す）

出典）苫東ファーム(株)パンフレット

◆近年、苫小牧東部地域柏原地区において、相次いで植物工場が立地、道内外向けにイチゴ、ベビーリーフ、トマトの生産が行われており、将来的に
は植物工場プラントで生産した農産品の輸出が目指されている。また、食品製造会社による生産から加工、販売まで展開する６次産業化を目指す
動きや、物流活性化に資する物流センター建設などの動きがある。
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3.苫小牧港の現状

2-1) 取扱貨物量（推移）

◆苫小牧港は、約50年前（昭和38年）に第1船が入港して以来、オイルショックやバブル景気・崩壊等の社会経済情勢の影響を受けつつも、取扱貨物量
を概ね順調に伸ばし、平成15年には総取扱貨物量は１億トンを超えている。

◆苫小牧市の人口は取扱貨物量の増加とともに推移しており、港の発展は苫小牧市の経済発展に大きく貢献している。

出典)「苫小牧港統計年報」（苫小牧港管理組合）、「国勢調査」（総務省）より作成
※H29人口は8月末現在の住民基本台帳、他は国勢調査

日本海航路フェリー就航動物等輸入港に指定

東港区へコンテナ
ターミナル移転

植物輸入港に指定 特定重要港湾に指定検疫港に指定 定期コンテナ航路開設

取扱貨物量
１億トン突破

勇払マリーナ供用開始

〔苫小牧港の取扱貨物量と苫小牧市の人口〕 H29 1億936万㌧

バブル景気

第1次
オイルショック

第2次
オイルショック

バブル崩壊

世界金融危機 東日本大震災

西港区第１船入港 フェリー就航 東港区第１船入港 北米 韓国 中国
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3.苫小牧港の現状

2-2) 取扱貨物量（品目構成：H29統計値）

◆輸出の大宗品目は紙・パルプ、自動車部品、重油などであり、輸入の大宗品目は原油、石炭などとなっている。
◆移出、移入ともフェリーが2/3を占め、一般貨物では、移出は石油製品、紙・パルプ、重油、移入は石油製品、再利用資材、その他輸送機械

（空シャーシ）が大宗品目となっている。

〔品目構成〕

資料：苫小牧港港湾統計データより作成
農水産品 林産品 鉱産品 金属機械

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 その他

色凡例：
11

紙・パルプ

220
18.2%

自動車部品

153
12.6%

重油
146

12.1%

その他

石油製品

106
8.7%

金属くず

98
8.1%

電気機械

70
5.8%

窯業品

62
5.1%

石油製品

62
5.1%

水産品

51
4.2%

鋼材

44
3.6% その他

200
16.5%

H29輸出

1,211

千トン

(単位：千トン)

原油

7,614
43.0%

石炭

4,996
28.2%

動植物性

製造飼肥料

770
4.3%

木材チップ

664
3.7%

とうもろこし

570
3.2%

重油

477
2.7%

石油製品

345
1.9%

製材

188
1.1%

その他

2,097
11.8%

H29輸入

17,722

千トン

(単位：千トン)

完成自動車

29,516

65.6%

石油製品

4,275

9.5%

その他輸送機械

3,197

7.1%

紙・パルプ

2,147

4.8%

重油

1,568

3.5%

製造食品

362

0.8%

水

345

0.8%

その他

3,571

7.9%

H29移出

44,981

千トン

(単位：千トン)

完成自動車

33,003

72.6%

石油製品

2,266

5.0%

再利用資材

1,383

3.0%

その他輸送機械

1,321

2.9%

鋼材

927

2.0%

セメント

701

1.5%

砂利・砂

585

1.3%

その他

5,267

11.6%

H29移入

45,452

千トン

(単位：千トン)



3.苫小牧港の現状

2-3) 内貿取扱貨物量と全道シェア

◆苫小牧港は、RORO船、長距離フェリー、内貿コンテナのネットワーク網により、内貿取扱貨物量が平成13年から16年連続で全国一位となっており、
北海道全体の５割以上が苫小牧港を利用して海上輸送されている。

〔平成２８年 北海道全体の内貿貨物量シェア〕

苫小牧港
53%函館港

21%

釧路港

7%

小樽港

5%

室蘭港

7%
その他

7%
内貿取扱貨物量

（千トン）

苫小牧港 88,570
函館港 31,504
釧路港 12,924
小樽港 10,496
室蘭港 9,587
その他 12,535
合計 165,615

21,174 

34,604 

34,094 

31,184 

43,798 

26,744 

27,391 

30,687 

34,989 

44,772 

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000 100,000

大阪港

千葉港

名古屋港

北九州港

苫小牧港

移出 移入

〔平成２８年 全国港湾取扱貨物量状況（内国貿易貨物量）〕

苫小牧港は
内貿取扱貨物量が
16年連続全国一！

単位：千トン

88,570

66,173

64,781

61,995

47,918
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3.苫小牧港の現状

3-1) 内貿ユニットロード（航路）

※内貿ユニットロード：
内貿における雑貨輸送を担うＲＯＲＯ船、フェリー、コンテナ船などによる
ユニットロード輸送

内貿RORO船

航路数 12 航路数 7

フェリー

◆苫小牧港はRORO船が12航路・週44便、フェリーが7航路・週60便で定期船の利用が週100便を超え、充実した内貿ユニットロード拠点港として利用
されている。

◆苫小牧市で登録されているトレーラーシャーシの台数は、1万1千台を超え全国市町村の中で一番多い登録台数となっている。このことにより、RORO
船やフェリーにより、多種多様で大量の貨物を輸送することが可能となっている。

相手港 便数

八戸 28.0便/週

仙台塩釜(仙台) 3.5便/週

茨城(大洗) 12.0便/週

仙台～名古屋 3.5便/週

秋田～新潟 5.0便/週

秋田～新潟

～敦賀
1.0便/週

敦賀 7.0便/週

合　計 60.0便/週

仕向港 便数

茨城(常陸那珂) 11.0便/週

茨城(常陸那珂

～清水～大分)
1.0便/週

東京 11.0便/週

川崎 3.0便/週

名古屋 8.0便/週

敦賀 6.0便/週

大阪 4.0便/週

合　計 44.0便/週

順位 都道府県名 市区町村名 登録台数 全国シェア

1 北海道 苫小牧市 11,952 7.2%

2 神奈川県 横浜市 8,196 4.9%

3 東京都 東京都23区 7,871 4.7%

4 兵庫県 神戸市 6,496 3.9%

5 大阪府 大阪市 5,912 3.5%

40,427 24.3%

166,554

出典：市区町村別　自動車保有車両数（国土交通省自動車局　監修）

上位５市区町村　計

全国計

〔全国市町村のトレーラーシャーシ登録台数（平成29年3月現在）〕
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3.苫小牧港の現状

3-2) 内貿ユニットロード（RORO船）

◆RORO船リニューアル時の船舶大型化に伴い、ＲＯＲＯ船取扱貨物量は年々増加している。

航路数 12

仕向港 便数

茨城(常陸那珂) 11.0便/週

茨城(常陸那珂

～清水～大分)
1.0便/週

東京 11.0便/週

川崎 3.0便/週

名古屋 8.0便/週

敦賀 6.0便/週

大阪 4.0便/週

合　計 44.0便/週

〔苫小牧港に就航するRORO航路〕 〔苫小牧港のRORO船貨物量の推移〕

毎年増加

（トン）
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3.苫小牧港の現状

3-3) 内貿ユニットロード（フェリー貨物量の推移）

〔苫小牧港に就航するフェリー航路〕

航路数 7

相手港 便数

八戸 28.0便/週

仙台塩釜(仙台) 3.5便/週

茨城(大洗) 12.0便/週

仙台～名古屋 3.5便/週

秋田～新潟 5.0便/週

秋田～新潟

～敦賀
1.0便/週

敦賀 7.0便/週

合　計 60.0便/週

〔苫小牧港のフェリー貨物量の推移〕

2,350

2,303

2,583
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3,020

3,050
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2,989

2,871

2,720

2,683

2,637

2,732

2,854

2,900

2,778

2,789

2,847

2,440

2,402

2,652

2,963

3,084

3,103

3,084

2,988

2,840

2,713

2,730

2,682

2,812

2,969

3,012

2,843

2,898

3,005

4,791

4,705

5,234

5,841

6,104

6,153

6,173

5,978

5,712

5,433

5,413

5,319

5,544

5,823

5,912

5,621

5,687

5,852

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21
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H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

フェリー貨物量（万トン）移出 移入 移出入赤字

リーマン
ショック

貨物フェリーの
廃止(東京航路)

1,308

1,346

1,391

1,287

1,324

1,272

1,336

1,405

1,494

1,525

1,539

1,031

1,568

1,701

1,685

1,718

1,739

1,744

1,241

1,262

1,408

1,520

1,539

1,577

1,527

1,697

1,719

1,596

1,554

1,152

1,476

1,572

1,606

1,406

1,389

1,539

799

743

791

811

830

835

797

306

787

778

754

710

731

778

766

828

811

714

701

671

691

705

760

727

712

727

244

221

224

222

227

230

228

222

248

210

216

243

230

237

231

218

203

210

177

189

196

184

178

187

203

251

238

238

230

251

231

217

283

202

207

212

241

320

340

390

372

327

334

419

404

412

420

393

429

423

364

972

1,035

951

983

945

891

874

866

938

909

953

969

906

978

987

444

7

5

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

フェリー貨物量（万トン）
八戸 茨城 東京 仙台塩釜 名古屋 秋田 新潟 敦賀 その他

震災時の
代替輸送

火災事故

170

（航路別）

◆本港のフェリー貨物量は、平成18年をピークに減少傾向にあったが平成24年以降は再び増加傾向に転じた。平成27年はフェリー火災事故の影響で
減となったが、直近の平成29年は事故前の水準に戻っている。航路別では、八戸航路、茨城航路、敦賀航路の取扱が多い。
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3.苫小牧港の現状

3-4) 内貿ユニットロード（フェリー貨物の品目）

◆苫小牧港のフェリー貨物は、移出・移入共に北海道全体の約6割のシェアとなっている。
◆H27年10月19日～25日の７日間において品目別流動調査を実施。苫小牧港におけるフェリー貨物の主な品目は移出・移入ともに農水産品、

軽工業品、雑工業品となっており、生活に密着した貨物が運搬されている。

農水産品, 
65,880 , 12%

林産品, 22,210 , 
4%

鉱産品, 1,320 , 0%

金属機械工業品, 
30,210 , 6%

化学工業品, 
10,610 , 2%

軽工業品, 
55,660 , 10%

雑工業品, 
146,390 , 27%

特殊品, 53,400 , 
10%

空車, 152,810 , 
28%

不明, 5,380 , 1%

苫小牧港 移出：10月

移出：10月

544,420(トン)

農水産品, 
130,810 , 25%

林産品, 6,090 , 1%

鉱産品, 4,580 , 1%

金属機械工業品, 
41,280 , 8%

化学工業品, 
12,770 , 2%

軽工業品, 
135,790 , 26%

雑工業品, 
101,480 , 19%

特殊品, 56,260 , 
11%

分類不能のもの, 
4,410 , 1%

空車, 34,250 , 6%

不明, 3,040 , 0%

苫小牧港 移入：10月

移入：10月

530,760(トン)

出典：北海道 平成27年 北海道港湾統計年報《概要版》、「平成27年度北海道港湾の整備検討における貨物流動調査検討業務報告書」平成28年3月、(一社)寒地港湾技術研究センター

苫小牧港

28,431,385 

60%

函館港

11,693,060 

24%

小樽港

5,608,965 

12%

その他

1,852,355 

4%

苫小牧港

27,778,755 

61%

函館港

11,658,070 

25%

小樽港

4,392,180 

10%

その他

1,852,355 

4%

※苫小牧港の品目別貨物については、繁忙期にあたる
H27年10月19日～25日の７日間（一週間）における流
動調査結果であり、年間を通じたものではない

平成27年
全道フェリー貨物

（移出）
45,681,360トン

平成27年
全道フェリー貨物

（移入）
47,585,765トン

移出 移入

苫小牧港
（平成27年10月19日～25日）

苫小牧港
（平成27年10月19日～25日）

移出：10月

544,420トン

移入：10月

530,760トン
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外貿コンテナ個数・貨物量の推移

3.苫小牧港の現状

4-1) コンテナ（外貿コンテナ貨物量の推移）

◆苫小牧港では北米、中国・韓国、韓国との間に国際コンテナ航路が就航しており、平成２９年の取扱個数は過去最高の21.9万TEUとなった。
◆国際コンテナ航路の殆どが釜山港に寄港しており、釜山港でトランシップして、さらに遠方との輸送が行われている。

資料：平成30年4月1日現在

アメリカ
合衆国

カナダ

タコマ
バンクーバー

韓国

中国

寧波

連雲港

青島

大連天津新港

蔚山光陽

釜山
上海

〔苫小牧港のコンテナ航路の寄港地〕

苫小牧

北海道

実コンテナ個数
空コンテナ個数

コンテナ貨物量

資料：苫小牧港港湾統計
データより作成

過去最高の取扱個数！

※トランシップ：本船が貨物の目的地に寄港しないため、途中の港でその目的地に寄港する船舶に積み替えること。

航路 運　航　経　路 運航便数 運　航　者

北　米
(西岸)

バンクーバー－タコマ－苫小牧－釜山－博多－大阪－名古屋－清水－東京－タコマ－
バンクーバー

隔週１便
（月）

WESTWOOD SHIPPING
LINES (WSL)

苫小牧－釜山
週１便
（土）

Ocean Network Express
 (ONE)

釜山－仙台－八戸－苫小牧－釜山－釜山新港
週１便
（水）

長錦商船（SINOKOR）

釜山－釜山新港－石狩湾新港－苫小牧
週１便

（水・木）
高麗海運（KMTC）

釜山－秋田－苫小牧－釜山－釜山新港－蔚山－上海
週１便
（木）

長錦商船（SINOKOR）
天敬海運（C.K）

大連－青島－釜山－金沢－新潟－苫小牧－釧路－仙台－小名浜－清水－釜山－蔚山
－光陽

週１便
（土・日）

高麗海運（KMTC）
南星海運（Nam-Sung）

上海－寧波－釜山－清水－常陸那珂－小名浜－仙台－八戸－苫小牧－室蘭－酒田－
釜山－蔚山－光陽

週１便
（火・水）

高麗海運（KMTC）
南星海運（Nam-Sung）

寧波－上海－釜山－清水－仙台－八戸－釧路－苫小牧－函館－釜石－常陸那珂－
釜山－蔚山－光陽

週１便
（日）

南星海運（Nam-Sung）

東南
アジア

釜山－苫小牧－石狩湾新港－釜山新港－釜山－マニラサウスポート
週１便
（木）

長錦商船（SINOKOR）
興亜海運（HEUNG-A)

韓　国

 中 国 ・
　 韓 国
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3.苫小牧港の現状

4-2) コンテナ（釜山トランシップによる貨物の流動状況）

◆釜山港を経由している国際コンテナ貨物の相手国別では、輸出は中国、マレーシア、ベトナムなどアジア圏が主となっており、輸入では中国、アメリカ、
タイが上位を占めている。

◆品目別では、輸出は水産品、紙パルプ、自動車部品、輸入では、動植物性製造飼肥料、木製品、製材の占める割合が大きい。

水産品

4,250ﾄﾝ

（22.3%）

紙・パルプ

3,835ﾄﾝ

（20.2%）

自動車部品

2,257ﾄﾝ

（11.9%）

産業機械

1,728ﾄﾝ

（9.1%）

鋼材

1,519ﾄﾝ

（8.0%）

その他

輸送機械

1,368ﾄﾝ（7.2%）

ゴム製品

925ﾄﾝ（4.9%）

再利用資材

815ﾄﾝ（4.3%）

動植物

製造飼肥料…

完成自動車

456ﾄﾝ（2.4%）

その他

1,176ﾄﾝ

（6.2%）

H25輸出
19,020㌧

動植物性

製造飼肥料

6,750ﾄﾝ（13.2%）

木製品

6,701ﾄﾝ

（13.1%）

製材

5,608ﾄﾝ

（11.0%）
その他農産品

2,446ﾄﾝ

（4.8%）

化学肥料

1,998ﾄﾝ

（3.9%）

家具装備品

1,901ﾄﾝ

（3.7%）

その他

化学工業品

1,816ﾄﾝ（3.6%）

製造食品

1,776ﾄﾝ

（3.5%）

化学薬品

1,733ﾄﾝ

（3.4%）

非鉄金属

1,650ﾄﾝ

（3.2%）

その他

18,759ﾄﾝ

（36.7%）

H25輸入
51,138㌧

中国

12,329ﾄﾝ

（24.1%）

アメリカ

合衆国

6,154ﾄﾝ（12.0%）

タイ

4,894ﾄﾝ

（9.6%）

カナダ

4,359ﾄﾝ

（8.5%）

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ

3,125ﾄﾝ

（6.1%）

ｵｰｽﾄﾘｱ

2,231ﾄﾝ

（4.4%）

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

2,173ﾄﾝ

（4.2%）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

2,132ﾄﾝ

（4.2%）

ベトナム

1,905ﾄﾝ

（3.7%）

ロシア

1,199ﾄﾝ

（2.3%）
マレーシア

1,016ﾄﾝ

（2.0%）

その他

9,621ﾄﾝ

（18.8%）H25輸入
51,138㌧

【国別】 【国別】

【品目別】 【品目別】

出典）苫小牧港外貿コンテナ流動分析(調査期間：H25.11.1～11.30）

韓国

中国

寧波

連雲港

青島

大連新港

蔚山光陽

釜山
上海

苫小牧

※トランシップ：
本船が貨物の目的地に寄港しないため、途中の港で
その目的地に寄港する船舶に積み替えること。

中国

6,203ﾄﾝ

（32.6%）

マレーシア

2,357ﾄﾝ

（12.4%）

ベトナム

2,000ﾄﾝ

（10.5%）

タイ

1,803ﾄﾝ

（9.5%）

台湾

1,491ﾄﾝ

（7.8%）

ｱﾗﾌﾞ首長国連邦

1,369ﾄﾝ

（7.2%）

香港

1,070ﾄﾝ

（5.6%）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

512ﾄﾝ

（2.7%）

ロシア

347ﾄﾝ

（1.8%）

アメリカ合衆国

333ﾄﾝ

（1.8%）その他

1,535ﾄﾝ

（8.1%）

H25輸出
19,020㌧

輸出 釜山港積替
（北海道内生産⇒苫小牧港⇒釜山港⇒仕向地域・国）

輸入 釜山港積替
（原産地域・国⇒釜山港⇒苫小牧港⇒北海道内消費）
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国際フィーダー個数・貨物量の推移

3.苫小牧港の現状

4-3) コンテナ（国際フィーダー貨物量の推移）

◆苫小牧港からは京浜港への国際フィーダー航路が就航している。（平成30年3月現在 週４便）
◆国際フィーダーコンテナは、平成２９年に過去最高の取扱個数となった。

航路 運航経路 運航便数 運航船社

国際
フィーダー
航路

苫小牧～京浜 週２便 鈴与海運

苫小牧～横浜 週１便
井本商運
ナラサキスタックス

苫小牧～室蘭～八戸～宮古～仙台
～常陸那珂～横浜

週１便 横浜コンテナライン

〔苫小牧港のコンテナ航路の寄港地〕

苫小牧

北海道

京浜

国際フィーダー

資料：苫小牧港港湾統計データより作成

過去最高の取扱個数・貨物量！

実コンテナ個数
空コンテナ個数

コンテナ貨物量

「なとり」(井本商運・ナラサキスタックス運航）
（H30.8.13 コンテナ670個積みへ大型化）
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アメリカ合衆国

1,460ﾄﾝ

（28.4%）
フィンランド

850ﾄﾝ（16.5%）

カナダ

528ﾄﾝ（10.3%）

ロシア

404ﾄﾝ（7.9%）

その他ﾖｰﾛｯﾊﾟ州

335ﾄﾝ（6.5%）

ベルギー

259ﾄﾝ（5.0%）

デンマーク

219ﾄﾝ（4.3%）
台湾

194ﾄﾝ（3.8%）

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

180ﾄﾝ（3.5%）

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

145ﾄﾝ（2.8%）

その他

568ﾄﾝ（11.0%）

3.苫小牧港の現状

4-4) コンテナ（国際フィーダーによる貨物の流動状況）

◆京浜港を経由している国際コンテナ貨物の相手国別では、輸出・輸入ともアメリカ、カナダが上位を占めている。
◆品目別の輸出では、自動車部品、水産品、輸入では、製材、畜産品、水産品の占める割合が大きい結果となっている。

アメリカ合衆国

3,090ﾄﾝ（50.8%）

カナダ

952ﾄﾝ（15.6%）

タイ

587ﾄﾝ（9.6%）

インドネシア

294ﾄﾝ（4.8%）

台湾

259ﾄﾝ（4.3%）

アラブ首長国

連邦

156ﾄﾝ（2.6%）

香港

118ﾄﾝ（1.9%）

シンガポール

109ﾄﾝ（1.8%）

マレーシア

98ﾄﾝ（1.6%）その他

南アメリカ州…

その他

339ﾄﾝ（5.6%）

自動車部品

3,850ﾄﾝ

（63.2%）

水産品

1,096ﾄﾝ

（18.0%）

ゴム製品

337ﾄﾝ

（5.5%）

その他輸送

機械

196ﾄﾝ

（3.2%）

産業機械

172ﾄﾝ（2.8%）

その他畜産品

150ﾄﾝ（2.5%）

その他農産品

93ﾄﾝ（1.5%）

野菜・果物

85ﾄﾝ（1.4%）

製造食品

56ﾄﾝ（0.9%）

その他

52ﾄﾝ（0.9%）

製材

1,025ﾄﾝ

（19.9%）

その他畜産品

679ﾄﾝ（13.2%）

水産品

679ﾄﾝ（13.2%）
その他食料

工業品

574ﾄﾝ（11.2%）

非鉄金属

404ﾄﾝ（7.9%）

金属製品

403ﾄﾝ（7.8%）

木製品

364ﾄﾝ（7.1%）

動植物性

製造飼肥料…

原木

179ﾄﾝ（3.5%）

輸送用容器

88ﾄﾝ（1.7%）

その他

407ﾄﾝ（7.9%）

H25輸出
6,087㌧

H25輸出
6,087㌧

H25輸入
5,142㌧

H25輸入
5,142㌧

輸出 京浜港積替
（北海道内生産⇒苫小牧港⇒京浜港⇒仕向地域・国）

輸入 京浜港積替
（原産地域・国⇒京浜港⇒苫小牧港⇒北海道内消費）

【国別】 【国別】

【品目別】

出典）苫小牧港外貿コンテナ流動分析(調査期間：H25.11.1～11.30）

【品目別】

苫小牧

京浜

※国際フィーダー：
基幹航路母船が寄港しない国内地方港と、国内主要港とを
コンテナ船で接続する外貿コンテナの国内2次輸送 20
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国際フィーダー個数・貨物量の推移

3.苫小牧港の現状

4-5） コンテナ（苫小牧港の道内シェア）

◆苫小牧における外貿コンテナ（個数、貨物量）は取扱いを伸ばすも、全道シェアは年々減少している。
（10年前の平成19年と平成29年を比較すると、77％→70％）

◆一方、国際フィーダー航路は、北海道内では苫小牧港のみ京浜港を結ばれている。（平成29年には過去最高の取扱個数となっている。）

〔外貿コンテナ年次推移と近年の傾向〕 〔外貿コンテナ個数シェア〕

外貿コンテナの苫小牧
シェアは減少傾向

（TEU)

実コンテナ個数
空コンテナ個数

コンテナ貨物量

〔単位：TEU〕

〔単位：TEU〕
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3.苫小牧港の現状

5-1） 船舶の大型化（RORO船・フェリー）

◆苫小牧港に就航しているRORO船は大型化が進んでいる。大型化の背景には、繁忙期の積み残し解消や新たな貨物の取り込みといったことに加え、
耐候性の向上、燃費の向上、輸送品質の安定といった効果があることが挙げられている。

◆一方、西港区を利用するフェリーについては、岸壁サイズや入港制限等から船の長さ（全長）は最大で200m未満と変わらないものの、リプレイスの際
には乗用車甲板を大きくし、旅客の多い夏場において乗用車が貨物甲板に溢れることを解消し、貨物輸送の安定化を図っている。船の長さにかかる
入港制限のない東港区では、220mを超える船が就航している。

平成24年から平成30年までの間に16隻がリプレイス

平成31年以降も5隻がリプレイスを予定

平成24年から平成30年までの間に7隻がリプレイス

平成31年以降も1隻がリプレイスを予定

（総トン） （総トン）（ｍ・台） （ｍ・台）

9,393
9,607 9,681 

10,405 
10,714 10,823 

11,203 

11,683 12,315

158.50 158.60 158.89
162.86 164.60 165.31 166.99 168.24

172.95

102 104 

116 
122 

129 130 

140 
145 

154 

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31以降

（予定）

RORO船のリプレイスによる大型化

GTの平均 船長の平均 シャーシ積載台数

の平均

11,889 

12,517 

12,865 12,865 12,865 12,865 12,920 
13,119 13,127 

171.21

180.51 181.51 181.51 181.51 179.94
183.44 185.29 185.29

117 

131 
127 127 127 127 127 129 129 

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00
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フェリーのリプレイスによる大型化

GTの平均 船長の平均 シャーシ積載台数

の平均
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3.苫小牧港の現状

5-2） 船舶の大型化（国際フィーダー船）

◆苫小牧港に就航している井本商運(株)、鈴与海運(株)が運航する国際フィーダー船は大型化が進んでいる。背景としては、京浜港等の国際コンテナ
戦略港湾への集荷を進めるため の「フィーダー機能強化事業」により内航コンテナ船舶の新造・大型化が進められたことによる。

〔井本商運運航の国際フィーダ船〕 〔鈴与海運運航の国際フィーダ船〕

出典）（画像）井本商運(株)HP、鈴与海運(株)HP

苫小牧港に現在就航している国際フィーダー船
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3.苫小牧港の現状

6-1） 安全・安心（耐震強化岸壁）

◆苫小牧港では、大規模な災害が発生した場合の緊急物資の輸送等を確保するため、西港区、東港区１バースずつ耐震強化岸壁を整備している。
◆西港区は、緊急物資輸送に対応する施設として、中心市街地に近い本港地区西ふ頭に、東港区は、緊急物資輸送及び幹線貨物物流に対応する

施設として、外貿コンテナを中心に取扱う弁天地区中央ふ頭に整備している。

【西ふ頭】
○事業概要：老朽化した岸壁をＲＯＲＯ船対応の岸壁へ改良する

ことで、荷役の効率性、安全性が大幅に向上させ、併せて、
岸壁の耐震強化を図ることで、大規模地震時における緊急物

資等の輸送機能を確保
○事業内容：岸壁（水深９ｍ）（改良）（耐震） ２２０ｍ

○事業期間：平成２３～２５年度
○供用：平成２５年９月

北ふ頭

西ふ頭

耐震強化岸壁
（平成24年1月供用）中央ふ頭

【中央ふ頭】
○事業概要：増大する外貿コンテナ貨物と大規模地震発生時における

緊急物資及び一般貨物の輸送機能を確保
○事業内容：岸壁（中央-12.0m）（改良）（耐震） ２４０ｍ
○事業期間：平成１９～２３年度
○供用：平成２４年１月

耐震強化岸壁
（平成25年9月供用）
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3.苫小牧港の現状

6-2) 安全・安心（信号管制による西港区の利用）

〔管制信号〕

〔木材チップを荷揚げした後、出港する大型船〕

◆苫小牧港においては、港内及び境界付近における船舶交通の安全を図るため、港則法により管制信号による入出港・港内航行を定めている。
◆海事関係官庁及び海事関係者の合意に基づき、特定の大型船舶の航行に対して「X信号」により、他のすべての船舶を止め安全対策を講じている。

（1回に30分～1時間程度発令）

〔西港区におけるＸ信号の管制対象となる船舶〕

船舶交通の制限（X信号）により入出港するもの 隻数 回数 主な船舶用途

1)総トン数10,000トン以上の危険物を
積載した船舶が入出港する際

40隻 80回 プロダクトオイルタンカー

2)船の長さが200ｍ以上の大型船が
入出港する際

14隻 28回 チップ船、穀物船

3)ソーダグループ岸壁及び晴海埠頭の
着離さんする170m以上200m未満の大型船
(泊地で回頭する際)

5隻 5回 一般貨物船

59隻 113回

出典)平成２９年港湾統計データから独自算出
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信号の種類 　信号の意味

・入港船は入港可

・500総トン以上の船は出港禁止

・500総トン未満の船は出港可

・出港船は出港可

・500総トン以上の船は入港禁止

・500総トン未満の船は入港可

・500総トン以上の船は入出港禁止

・500総トン未満の船は入出港可

・港長の指示を受けた船舶以外の

　船舶は入出港禁止

I　（点滅）

O　（点滅）

X　（点灯）

F　（点滅）

出典)港則法施行規則 第二十条の二 別表第四



3.苫小牧港の現状

7-1） 観光・交流（市民団体との連携）

◆北ふ頭、入船ふ頭において、クルーズ船、練習船の寄港に利用されている。
◆北ふ頭緑地（愛称：キラキラ公園）は、各種イベント時のほか、家族連れ、幼稚園・保育園の水遊びなどに広く利用されている。
◆ H23.3.16登録の「みなとオアシス苫小牧」では、みなとまちづくり活動（みなとウォーク等）が行われているほか、新鮮な水産品等を求める市民や観光

客で賑わいをみせている。
◆平成30年3月、苫小牧港の活性化に取り組む「みなとオアシス苫小牧運営協議会」が、苫小牧港管理組合から港湾協力団体として指定されている。

“飛鳥Ⅱ”寄港時の見送り 開港50周年 海王丸寄港 （H25.7.16） 新・ご当地グルメグランプリ（H27.7.4～5） 水遊びで賑わうキラキラ公園

苫小牧漁港ホッキまつり（毎年10月開催）みなとウォーク

0
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400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H28 H29

開発埠頭フェリーターミナル ぷらっとみなと市場 キラキラ公園

〔みなとオアシス苫小牧構成施設利用者数推移（人）〕
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3.苫小牧港の現状

7-2) 観光・交流（観光資源としての工場夜景の活用）

◆苫小牧市と苫小牧観光協会は、2014年2月に発行した「とまこまい産業観光GUIDE」で北海道を代表する工業都市 苫小牧で見学できる産業・工場
施設等の他、キラキラ公園や西港臨海部など計8箇所の産業夜景を紹介している。

◆工場夜景は、暗闇に浮かび上がる工場の灯りの幻想的な雰囲気が人気を呼び新たな観光資源として注目を集めており、夜景スポット等を写真により
紹介する「工場夜景展」の開催や、市民グループが「facebook」で工場夜景の美しさや魅力を発信している。この他、とまこまい港まつりでは、「花火
＆産業夜景鑑賞バスツアー」を開催し人気となっている。

〔「とまこまい産業観光GUIDE」で紹介している産業夜景〕 〔苫小牧港の夜景〕
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（西港区 開発フェリー埠頭）

（東港区 北海道電力㈱苫東厚真発電所）



3.苫小牧港の現状

8-1)安全・安心、観光・交流、他の港湾等との連携強化

◆「道央圏港湾の広域連携」
平成23年4月に、道央圏５港の港湾管理者(苫小牧港、室蘭港、小樽港、石狩湾新港、白老港)が、連携して取り組むことに基本合意し、クルーズ

観光振興、防災機能強化などの分野で連携した取組が進められている。
◆「苫小牧港・白老港の連携活用方策検討勉強会」

隣接する地方公共団体の関連性を踏まえ、両港の特徴等を活用した「物流」、「観光・交流」、「防災」等の分野の更なる連携方策について検討し、
更なる利便性の向上、利活用等を図る勉強会を平成28年10月に開催。その後、クルーズ客船の誘致を要望し平成29年5月に白老港へ寄航。
苫小牧港からタグボートを白老港へ回航し港湾連携を図った。

〔道央圏港湾の広域連携〕

〔苫小牧港・白老港の連携により、
白老港にクルーズ船が寄航〕

H29.5.11 白老港に寄航した客船「ぱしふぃっく びいなす」

出典：北海道開発局HP

〔「道央圏港湾BCP」に基づく図上訓練の様子〕
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3.苫小牧港の現状

8-2) 安全・安心、観光・交流、他の港湾等との連携強化

◆「苫小牧港と横浜港の協力体制構築のための連携協定」
平成30年3月、苫小牧港と横浜港において、国際フィーダー航路等を活用した海上輸送ネットワークを強化し、今後見込まれる東南アジアとの貿易

の拡大など海上物流の変化に的確に対応し、荷主の利便性向上を図ることを目的として連携協定を締結。

〔連携内容〕

（右から苫小牧港管理組合
佐々木専任副管理者、
横浜市 伊東港湾局長）

〔協定締結の様子〕

（１） 苫小牧港と横浜港との連携による海上輸送ネットワークの充実強化

（２） 荷役機械、電気設備等の管理・運営面における技術協力

（３） ＬＮＧバンカリング拠点形成に向けた情報交換、国等への施策提言

（４） 国際コンテナ物流に関する情報交換、国等への施策提言及び予算要望

◆「苫小牧港初の港湾協力団体の指定」
平成30年3月、港湾管理者と協力して港湾の管理等を適正かつ

確実に行うことができる「みなとオアシス苫小牧運営協議会」を港湾
協力団体に指定。

◆「苫小牧市と八戸市の交流連携協定」
平成30年7月、苫小牧市と八戸市において、フェリー航路を活用した

交流人口の拡大や、新たな海外コンテナ航路の開設等による物流機能
の強化等の面において、都市間連携による相乗効果を得ることを目的
として連携協定を締結。

（右から苫小牧港管理合 佐々木専任副管理者、岩倉管理者、
みなとオアシス苫小牧運営協議会 石森会長、
大西事業推進部会長）

〔手交式の様子〕〔活動を行う港湾の区域〕

・開発埠頭フェリーターミナル
・北ふ頭緑地（キラキラ公園）
・漁港区

〔活動内容〕

・花いっぱい活動
・みなと写生会及び作品展
・みなとウォーク
・苫小牧漁港ホッキまつり
・キラキラ公園花壇整備

「はちとまネットワーク」

「はちとま」とは八戸市・苫小牧市の
略称であり、また、「ネットワーク」とは、
フェリー航路やコンテナ航路での
繋がりや、両地域と人と人の繋がりを
意味している。

〔連携内容〕
・観光 ・スポーツ ・物流、貿易

〔協定締結の様子〕

（右から岩倉苫小牧市長、小林八戸市長） 29


